
(57)【要約】

【課題】可変形状保持装置の提供。

【解決手段】本考案は一種の可変形状保持装置に関わる

もので、第１腕板、第２腕板および接続部材を設ける。

第１腕板に第１挟み腕と第２挟み腕を設け、第１挟み腕

は電子装置を保持する。第２腕板に、第３挟み腕と第４

挟み腕を設ける。接続部材ヒンジ(Ｈｉｎｇｅ)の一端は

第１挟み腕に固定し、他端は第３挟み腕に固定して置き

、第１腕板と第２腕板を回転軸運動により回転後の角度

に固定させる。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 種 の 可 変 形 状 保 持 装 置 で あ り 、 第 １ 腕 板 及 び 第 ２ 腕 板 を 含 み 、 第 １ 腕 板 は 異 な る 平 面
上 に 設 け る 第 １ 挟 み 腕 と 第 ２ 挟 み 腕 を 包 含 し 、 そ の う ち 、 第 １ 挟 み 腕 は 電 子 装 置 を 設 置 し
、
　 第 ２ 腕 板 は 異 な る 平 面 上 に 設 け る 第 ３ 挟 み 腕 と 第 ４ 挟 み 腕 を 含 み 、 第 ３ 挟 み 腕 は 回 転 に
よ り 第 １ 挟 み 腕 と 接 続 し 、 第 ３ 挟 み 腕 と 第 １ 挟 み 腕 を 回 転 運 動 後 の 角 度 に 固 定 し 保 持 で き
る 一 種 の 可 変 形 状 保 持 装 置 を 実 現 す る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 第 １ 腕 板 の 形 状 は Ｌ 字 型 で あ る こ と を 特 徴 と す る 可
変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 第 ２ 腕 板 の 形 状 は Ｌ 字 型 で あ る こ と を 特 徴 と す る 可
変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 ヒ ン ジ (Ｈ ｉ ｎ ｇ ｅ )、 そ の 一 端 は 第 １ 挟 み 腕 に 固 定
し 、 他 端 は 第 ３ 挟 み 腕 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 歯 車 部 材 、 第 １ 挟 み 腕 に 設 け 、 電 子 装 置 に 接 続 し 、
歯 車 部 材 は 円 周 方 向 の 回 転 に よ り 、 電 子 装 置 を 回 転 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 滑 り 止 め シ ー ト 、 第 ４ 挟 み 腕 に 設 け る こ と を 特 徴 と
す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 滑 り 止 め シ ー ト 、 第 ２ 挟 み 腕 に 設 け る こ と を 特 徴 と
す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 補 助 棒 架 台 、 第 ４ 挟 み 腕 に 設 け て 、 安 定 の 固 定 効 果
を 強 化 す る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 電 子 装 置 は 撮 影 機 、 デ ジ タ ル カ メ ラ 、 画 像 捕 捉 装 置
の い ず れ で あ る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 一 種 の 可 変 形 状 保 持 装 置 で あ り 、 第 １ 腕 板 、 第 ２ 腕 板 及 び 接 続 部 材 を 含 み 、 第 １ 腕 板 に
第 １ 挟 み 腕 と 第 ２ 挟 み 腕 を 設 け 、 第 １ 挟 み 腕 は 電 子 装 置 を 保 持 し 、 第 ２ 腕 板 １ ３ は 互 い に
Ｌ 字 型 を 呈 す る 第 ３ 挟 み 腕 １ ３ １ と 第 ４ 挟 み 腕 １ ３ ３ を 設 け 、 接 続 部 材 は 第 １ 腕 板 と 第 ２
腕 板 を 接 続 さ せ 、 第 １ 腕 板 と 第 ２ 腕 板 を 自 由 に 移 動 可 能 と し 、 移 動 後 の 角 度 に 固 定 で き る
こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 歯 車 部 材 、 第 １ 挟 み 腕 に 設 け 、 電 子 装 置 に 接 続 し
、 歯 車 部 材 は 円 周 方 向 の 回 転 に よ り 、 電 子 装 置 を 回 転 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保
持 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 滑 り 止 め シ ー ト 、 第 ４ 挟 み 腕 に 設 け る こ と を 特 徴
と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 滑 り 止 め シ ー ト 、 第 ２ 挟 み 腕 に 設 け る こ と を 特 徴
と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 補 助 棒 架 台 、 第 ４ 挟 み 腕 に 設 け て 、 第 ４ 挟 み 腕 よ
り 引 き 出 せ る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 接 続 部 材 ヒ ン ジ (Ｈ ｉ ｎ ｇ ｅ )の 一 端 は 第 １ 挟 み 腕
に 固 定 し 、 他 端 は 第 ３ 挟 み 腕 に 固 定 し て 置 き 、 第 １ 腕 板 と 第 ２ 腕 板 を 回 転 軸 運 動 後 の 角 度
に 固 定 し 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 電 子 装 置 は 撮 影 機 、 デ ジ タ ル カ メ ラ 、 画 像 捕 捉 装
置 の い ず れ で あ る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 第 １ 挟 み 腕 と 第 ２ 挟 み 腕 は 互 い に Ｌ 字 型 を 呈 し 、
第 ３ 挟 み 腕 と 第 ４ 挟 み 腕 も 互 い に Ｌ 字 型 を 呈 す る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 第 １ 腕 板 に 第 １ 挟 み 腕 と 第 ２ 挟 み 腕 を 設 け 、 第 １ 挟 み 腕 は 電 子 装 置 を 保 持 し 、 第 ２ 腕 板
に 第 ３ 挟 み 腕 と 第 ４ 挟 み 腕 を 設 け 、 第 １ 腕 板 は 第 ２ 腕 板 に 接 続 し 、 第 １ 腕 板 と 第 ２ 腕 板 は
互 い に 移 動 で き 、 移 動 後 の 角 度 に 固 定 し 保 持 す る 一 種 の 可 変 形 状 保 持 装 置 を 実 現 す る こ と
を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ ８ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 第 １ 腕 板 の 形 状 は Ｌ 字 型 で あ る こ と を 特 徴 と す る
可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ８ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 第 ２ 腕 板 の 形 状 は Ｌ 字 型 で あ る こ と を 特 徴 と す る
可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 １ ８ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 ヒ ン ジ (Ｈ ｉ ｎ ｇ ｅ )の 一 端 は 第 １ 挟 み 腕 に 固 定 し
、 他 端 は 第 ３ 挟 み 腕 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 １ ８ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 歯 車 部 材 、 第 １ 挟 み 腕 に 設 け 、 電 子 装 置 に 接 続 し
、 歯 車 部 材 は 円 周 方 向 の 回 転 に よ り 、 電 子 装 置 を 回 転 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保
持 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 請 求 項 １ ８ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 滑 り 止 め シ ー ト 、 第 ４ 挟 み 腕 に 設 け る こ と を 特 徴
と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 請 求 項 １ ８ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 滑 り 止 め シ ー ト 、 第 ２ 挟 み 腕 に 設 け る こ と を 特 徴
と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 請 求 項 １ ８ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 補 助 棒 架 台 、 第 ４ 挟 み 腕 に 設 け て 、 安 定 の 固 定 効
果 を 強 化 す る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 請 求 項 １ ８ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 電 子 装 置 は 撮 影 機 、 デ ジ タ ル カ メ ラ 、 画 像 捕 捉 装
置 の い ず れ で あ る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 一 種 の 電 子 装 置 (カ メ ラ な ど )を 保 持 す る キ ャ ス タ ー 、 特 に 様 々 な 厚 み の 電 子 機
器 を 掛 け る 一 種 の 平 置 き と 掛 け 置 き 両 用 の 保 持 装 置 に 関 わ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ 「 再 構 成 可 能 カ メ ラ ・ マ ウ ン ト  (Ｋ ｉ ｎ ｅ ｍ ａ ｔ ｉ ｃ ａ ｌ ｌ ｙ 　 Ｒ ｅ ｃ ｏ ｎ

10

20

30

40

50

(3) JP 3121036 U 2006.4.27



ｆ ｉ ｇ ｕ ｒ ａ ｂ ｌ ｅ 　 Ｃ ａ ｍ ｅ ｒ ａ 　 Ｍ ｏ ｕ ｎ ｔ  )」 に 一 種 の 卓 上 に 平 置 き と 電 子 機 器 の
前 後 壁 面 に 掛 け ら れ る 両 用 の 支 持 装 置 (Ｓ ｕ ｐ ｐ ｏ ｒ ｔ ｉ ｎ ｇ 　 Ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ )を 開 示 し て
い る 。 そ の 支 持 装 置 は フ レ キ シ ブ ル 脚 部 材 (Ｆ ｌ ｅ ｘ ｉ ｂ ｌ ｅ 　 Ｌ ｅ ｇ ｓ )に よ り 、 形 状 の
変 更 で 水 平 面 に 平 置 き す る か 、 ま た は 電 子 装 置 に 垂 直 し て 掛 け る こ と が で き る 。 し か し 、
前 記 の 特 許 文 献 １ は フ レ キ シ ブ ル な 脚 部 材 を 使 用 す る た め 、 折 り 曲 げ は 僅 か な 範 囲 で 行 わ
れ て い る 。 前 と 後 ろ の 肉 厚 が 分 厚 い ま た は 薄 い 電 子 機 器 に と っ て 、 支 持 装 置 と し て の 掛 け
効 果 を 達 成 で き な い こ と は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 考 案 者 は 前 記 の 公 知 技 術 の 欠 点 に 対 す る 改 善 を 着 手 し 、 様 々 な 肉 厚 の 電 子 機 器 に 掛 け
ら れ る 一 種 の 平 置 き と 掛 け 置 き 両 用 の 保 持 装 置 を 考 案 し た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 ア メ リ 力 特 許 公 告 ６ ， ８ ４ ５ ， ９ ５ ４ Ｂ １ 号 明 細 書
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 の 主 な 目 的 は 、 電 子 装 置 を 保 持 し 、 様 々 な 肉 厚 の 電 子 機 器 を 平 置 き と 掛 け 置 き 使
用 で き る 一 種 の 可 変 形 状 保 持 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 は 一 種 の 可 変 形 状 保 持 装 置 に 関 わ る も の で 、 主 に 第 １ 腕 板 、 互 い に Ｌ 字 型 を 呈 す
る 第 １ 挟 み 腕 と 第 ２ 挟 み 腕 を 設 け 、 第 １ 腕 板 は 電 子 装 置 を 保 持 す る 、 第 ２ 腕 板 は 互 い に Ｌ
字 型 を 呈 す る 第 ３ 挟 み 腕 と 第 ４ 挟 み 腕 を 設 け る 、 接 続 部 材 、 第 １ 腕 板 と 第 ２ 腕 板 を 接 続 さ
せ 、 第 １ 腕 板 と 第 ２ 腕 板 を 移 動 可 能 に 設 け 、 移 動 後 の 角 度 に 保 持 し 前 記 の 目 的 を 実 現 す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ の 考 案 は 、 一 種 の 可 変 形 状 保 持 装 置 で あ り 、 第 １ 腕 板 及 び 第 ２ 腕 板 を 含 み 、 第
１ 腕 板 は 異 な る 平 面 上 に 設 け る 第 １ 挟 み 腕 と 第 ２ 挟 み 腕 を 包 含 し 、 そ の う ち 、 第 １ 挟 み 腕
は 電 子 装 置 を 設 置 し 、
　 第 ２ 腕 板 は 異 な る 平 面 上 に 設 け る 第 ３ 挟 み 腕 と 第 ４ 挟 み 腕 を 含 み 、 第 ３ 挟 み 腕 は 回 転 に
よ り 第 １ 挟 み 腕 と 接 続 し 、 第 ３ 挟 み 腕 と 第 １ 挟 み 腕 を 回 転 運 動 後 の 角 度 に 固 定 し 保 持 で き
る 一 種 の 可 変 形 状 保 持 装 置 を 実 現 す る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 ２ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 第 １ 腕 板 の 形 状 は Ｌ 字 型 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 ３ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 第 ２ 腕 板 の 形 状 は Ｌ 字 型 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 ４ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 ヒ ン ジ (Ｈ ｉ ｎ ｇ ｅ )、 そ の 一 端
は 第 １ 挟 み 腕 に 固 定 し 、 他 端 は 第 ３ 挟 み 腕 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置
と し て い る 。
　 請 求 項 ５ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 歯 車 部 材 、 第 １ 挟 み 腕 に 設 け 、
電 子 装 置 に 接 続 し 、 歯 車 部 材 は 円 周 方 向 の 回 転 に よ り 、 電 子 装 置 を 回 転 さ せ る こ と を 特 徴
と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 ６ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 滑 り 止 め シ ー ト 、 第 ４ 挟 み 腕 に
設 け る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 ７ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 滑 り 止 め シ ー ト 、 第 ２ 挟 み 腕 に
設 け る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 ８ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 補 助 棒 架 台 、 第 ４ 挟 み 腕 に 設 け
て 、 安 定 の 固 定 効 果 を 強 化 す る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 ９ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 電 子 装 置 は 撮 影 機 、 デ ジ タ ル カ
メ ラ 、 画 像 捕 捉 装 置 の い ず れ で あ る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ０ の 考 案 は 、 一 種 の 可 変 形 状 保 持 装 置 で あ り 、 第 １ 腕 板 、 第 ２ 腕 板 及 び 接 続 部
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材 を 含 み 、 第 １ 腕 板 に 第 １ 挟 み 腕 と 第 ２ 挟 み 腕 を 設 け 、 第 １ 挟 み 腕 は 電 子 装 置 を 保 持 し 、
第 ２ 腕 板 １ ３ は 互 い に Ｌ 字 型 を 呈 す る 第 ３ 挟 み 腕 １ ３ １ と 第 ４ 挟 み 腕 １ ３ ３ を 設 け 、 接 続
部 材 は 第 １ 腕 板 と 第 ２ 腕 板 を 接 続 さ せ 、 第 １ 腕 板 と 第 ２ 腕 板 を 自 由 に 移 動 可 能 と し 、 移 動
後 の 角 度 に 固 定 で き る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 １ １ の 考 案 は 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 歯 車 部 材 、 第 １ 挟 み 腕 に 設
け 、 電 子 装 置 に 接 続 し 、 歯 車 部 材 は 円 周 方 向 の 回 転 に よ り 、 電 子 装 置 を 回 転 さ せ る こ と を
特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ２ の 考 案 は 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 滑 り 止 め シ ー ト 、 第 ４ 挟 み
腕 に 設 け る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ３ の 考 案 は 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 滑 り 止 め シ ー ト 、 第 ２ 挟 み
腕 に 設 け る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ４ の 考 案 は 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 補 助 棒 架 台 、 第 ４ 挟 み 腕 に
設 け て 、 第 ４ 挟 み 腕 よ り 引 き 出 せ る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ５ の 考 案 は 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 接 続 部 材 ヒ ン ジ (Ｈ ｉ ｎ ｇ
ｅ )の 一 端 は 第 １ 挟 み 腕 に 固 定 し 、 他 端 は 第 ３ 挟 み 腕 に 固 定 し て 置 き 、 第 １ 腕 板 と 第 ２ 腕
板 を 回 転 軸 運 動 後 の 角 度 に 固 定 し 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る
。
　 請 求 項 １ ６ の 考 案 は 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 電 子 装 置 は 撮 影 機 、 デ ジ タ
ル カ メ ラ 、 画 像 捕 捉 装 置 の い ず れ で あ る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ７ の 考 案 は 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 第 １ 挟 み 腕 と 第 ２ 挟 み 腕 は
互 い に Ｌ 字 型 を 呈 し 、 第 ３ 挟 み 腕 と 第 ４ 挟 み 腕 も 互 い に Ｌ 字 型 を 呈 す る こ と を 特 徴 と す る
可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ８ の 考 案 は 、 第 １ 腕 板 に 第 １ 挟 み 腕 と 第 ２ 挟 み 腕 を 設 け 、 第 １ 挟 み 腕 は 電 子 装
置 を 保 持 し 、 第 ２ 腕 板 に 第 ３ 挟 み 腕 と 第 ４ 挟 み 腕 を 設 け 、 第 １ 腕 板 は 第 ２ 腕 板 に 接 続 し 、
第 １ 腕 板 と 第 ２ 腕 板 は 互 い に 移 動 で き 、 移 動 後 の 角 度 に 固 定 し 保 持 す る 一 種 の 可 変 形 状 保
持 装 置 を 実 現 す る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ９ の 考 案 は 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 第 １ 腕 板 の 形 状 は Ｌ 字 型 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 ２ ０ の 考 案 は 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 第 ２ 腕 板 の 形 状 は Ｌ 字 型 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 ２ １ の 考 案 は 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 ヒ ン ジ (Ｈ ｉ ｎ ｇ ｅ )の 一 端
は 第 １ 挟 み 腕 に 固 定 し 、 他 端 は 第 ３ 挟 み 腕 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置
と し て い る 。
　 請 求 項 ２ ２ の 考 案 は 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 歯 車 部 材 、 第 １ 挟 み 腕 に 設
け 、 電 子 装 置 に 接 続 し 、 歯 車 部 材 は 円 周 方 向 の 回 転 に よ り 、 電 子 装 置 を 回 転 さ せ る こ と を
特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 ２ ３ 考 案 は 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 滑 り 止 め シ ー ト 、 第 ４ 挟 み 腕
に 設 け る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 ２ ４ の 考 案 は 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 滑 り 止 め シ ー ト 、 第 ２ 挟 み
腕 に 設 け る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 ２ ５ の 考 案 は 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 補 助 棒 架 台 、 第 ４ 挟 み 腕 に
設 け て 、 安 定 の 固 定 効 果 を 強 化 す る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 ２ ６ の 考 案 は 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 保 持 装 置 に お い て 、 電 子 装 置 は 撮 影 機 、 デ ジ タ
ル カ メ ラ 、 画 像 捕 捉 装 置 の い ず れ で あ る こ と を 特 徴 と す る 可 変 形 状 保 持 装 置 と し て い る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 は 一 種 の 可 変 形 状 保 持 装 置 に 関 わ る も の で 、 第 １ 腕 板 、 第 ２ 腕 板 お よ び 接 続 部 材
を 設 け る 。 第 １ 腕 板 に 第 １ 挟 み 腕 と 第 ２ 挟 み 腕 を 設 け 、 第 １ 挟 み 腕 は 電 子 装 置 を 保 持 す る
。 第 ２ 腕 板 に 、 第 ３ 挟 み 腕 と 第 ４ 挟 み 腕 を 設 け る 。 接 続 部 材 ヒ ン ジ (Ｈ ｉ ｎ ｇ ｅ )の 一 端 は
第 １ 挟 み 腕 に 固 定 し 、 他 端 は 第 ３ 挟 み 腕 に 固 定 し て 置 き 、 第 １ 腕 板 と 第 ２ 腕 板 を 回 転 軸 運
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動 に よ り 回 転 後 の 角 度 に 固 定 さ せ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 可 変 形 状 保 持 装 置 の 好 ま し い 実 施 例 の 立 面 図 で あ る 。 本 考 案 の 保 持 装 置 １ ０ は 、
主 に 第 １ 腕 板 １ １ と 第 ２ 腕 板 １ ３ を 設 け 、 第 １ 腕 板 １ １ の 一 端 は 第 ２ 腕 板 １ ３ の 一 端 と 互
い に 移 動 可 能 な 状 態 で 接 続 す る 。 第 １ 腕 板 １ １ は Ａ 方 向 で 回 転 し 、 第 １ 腕 板 １ １ と 第 ２ 腕
板 １ ３ と の 挟 み 角 は 任 意 に 変 更 で き 、 変 更 後 の 挟 み 角 度 に 保 持 で き る 。 図 ２ に 示 す も の は
、 本 考 案 の 可 変 形 状 保 持 装 置 が 電 子 機 器 に 挟 み 込 ん で 使 用 す る 態 様 図 で あ る 。 本 考 案 の 保
持 装 置 １ ０ は 平 置 き 方 式 の ほ か 、 本 考 案 の 保 持 装 置 １ ０ は 第 １ 腕 板 １ １ と 第 ２ 腕 板 １ ３ の
回 転 軸 運 動 に よ り 様 々 な 角 度 に 回 転 し 、 好 み の 角 度 に 保 持 さ せ 、 様 々 な 肉 厚 の 電 子 機 器 ３
０ に 対 応 し て 電 子 機 器 ３ ０ を 確 実 、 安 定 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ３ に 示 す も の は 本 考 案 保 持 装 置 の 背 面 立 体 図 で 、 図 ４ に 示 す も の は 本 考 案 は 図 ３ の 保
持 装 置 を 用 い て 、 電 子 装 置 ２ ０ を 保 持 す る 好 ま し い 実 施 例 の 背 面 立 体 図 で あ る 。 第 １ 腕 板
１ １ は 互 い に Ｌ 字 型 を 呈 す る 第 １ 挟 み 腕 １ １ １ と 第 ２ 挟 み 腕 １ １ ３ を 設 け 、 第 １ 挟 み 腕 １
１ １ は 電 子 装 置 ２ ０ を 保 持 す る 。 電 子 装 置 ２ ０ の 具 体 的 な も の は 撮 影 機 、 デ ジ タ ル カ メ ラ
、 画 像 捕 捉 装 置 な ど が あ る 。 第 ２ 腕 板 １ ３ は 互 い に Ｌ 字 型 を 呈 す る 第 ３ 挟 み 腕 １ ３ １ と 第
４ 挟 み 腕 １ ３ ３ を 設 け る 。 接 続 部 材 １ ５ は 第 １ 腕 板 １ １ と 第 ２ 腕 板 １ ３ を 接 続 し た 上 、 第
１ 腕 板 １ １ と 第 ２ 腕 板 １ ３ を 移 動 可 能 な 状 態 に し 、 移 動 後 の 角 度 を 保 持 す る 。 接 続 部 材 １
５ は ヒ ン ジ (Ｈ ｉ ｎ ｇ ｅ )を 用 い る こ と が で き る 。 ヒ ン ジ １ ５ の 一 端 は 第 １ 挟 み 腕 １ １ １ に
、 他 端 は 第 ３ 挟 み 腕 １ ３ １ そ れ ぞ れ に 固 定 す る 。 ヒ ン ジ １ ５ の 回 転 軸 運 動 で 、 回 転 後 固 定
お よ び 保 持 す る 機 能 に よ り 、 第 １ 腕 板 １ １ と 第 ２ 腕 板 １ ３ を 様 々 な 挟 み 角 度 を 変 更 し 、 選
択 さ れ た 挟 み 角 度 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ５ に 示 す も の は 、 本 考 案 の 第 １ 腕 板 に 歯 車 部 材 を 設 け る 実 施 態 様 立 面 図 で あ る 。 本 考
案 は 撮 影 機 の レ ン ズ が 自 由 に 撮 影 す る 位 置 に 移 動 さ せ る な ど 、 電 子 装 置 ２ ０ を 操 作 す る た
め に 必 要 な 位 置 へ 移 動 す る た め 、 第 １ 腕 板 １ １ に 設 け る 電 子 装 置 ２ ０ を 回 転 軸 運 動 式 に す
る 。 本 考 案 の 保 持 装 置 １ ０ は 、 さ ら に 歯 車 部 材 １ ６ を 第 １ 挟 み 腕 １ １ １ に 設 け 、 歯 車 部 材
１ ６ の 一 端 は 電 子 装 置 ２ ０ に 接 続 す る 。 歯 車 部 材 １ ６ は Ｂ 円 周 方 向 に 回 転 さ れ る と き 、 図
１ に 示 す と お り 、 電 子 装 置 ２ ０ を 連 動 し て 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 保 持 装 置 １ ０ の 平 置 き 、 挟 み 固 定 効 果 を 実 現 し 、 電 子 機 器 ３ ０ 接 触 面 と の 摩 擦 に よ る 破
損 を 保 護 す る た め 、 本 考 案 の 保 持 装 置 １ ０ は さ ら に 、 滑 り 止 め シ ー ト １ １ ３ Ａ と 滑 り 止 め
シ ー ト １ ３ ３ Ａ を 第 ２ 挟 み 腕 １ １ ３ と 第 ４ 挟 み 腕 １ ３ ３ に 設 け る 。 滑 り 止 め シ ー ト １ １ ３
Ａ 、 １ ３ ３ Ａ の 材 質 は 、 軟 質 ゴ ム を 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 保 持 装 置 １ ０ の 平 置 き 効 果 を 強 化 す る た め 、 本 考 案 の 保 持 装 置 １ ０ は さ ら に 、 補 助 棒 架
台 １ ７ を 第 ４ 挟 み 腕 １ ３ ３ に 設 け 、 補 助 棒 架 台 １ ７ は 第 ４ 挟 み 腕 １ ３ ３ よ り 引 き 出 せ る た
め 、 平 置 き の 安 定 効 果 を 強 化 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 考 案 の 第 １ 腕 板 １ １ と 第 ２ 腕 板 １ ３ は Ｌ 字 型 形 状 に 限 ら れ な い 。 二 次 元 空 間 の 板 体 ま
た は フ レ ー ム が 腕 板 １ １ 、 １ ３ の 特 徴 を 有 す る も の な ら ば 、 第 １ 腕 板 １ １ と 第 ２ 腕 板 １ ３
の 実 施 態 様 に な れ る 。 第 １ 腕 板 １ １ と 第 ２ 腕 板 １ ３ の 材 質 は 、 高 質 プ ラ ス チ ッ ク ま た は 金
属 板 を 使 用 し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 可 変 形 状 保 持 装 置 の 好 ま し い 実 施 例 の 立 体 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 可 変 形 状 保 持 装 置 に よ り 、 電 子 機 器 を 保 持 す る と き の 使 用 状 態 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 可 変 形 状 保 持 装 置 の 背 面 立 体 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 本 考 案 の 図 ３ の 保 持 装 置 に よ り 、 電 子 装 置 を 保 持 す る 実 施 例 の 背 面 立 体 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 第 １ 腕 板 に 歯 車 部 材 を 設 け る 実 施 例 の 態 様 立 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
１ ０ 　 保 持 装 置
１ １ 　 第 １ 腕 板
１ ３ 　 第 ２ 腕 板
１ ５ 　 接 続 部 材
１ ６ 　 歯 車 部 材
１ ７ 　 補 助 棒 架 台
２ ０ 　 電 子 装 置
３ ０ 　 電 子 機 器
１ １ １ 　 第 １ 挟 み 腕
１ １ ３ 　 第 ２ 挟 み 腕
１ １ ３ Ａ 　 滑 り 止 め シ ー ト
１ ３ １ 　 第 ３ 挟 み 腕
１ ３ ３ 　 第 ４ 挟 み 腕
１ ３ ３ Ａ 　 滑 り 止 め シ ー ト
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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